
氏名 岡橋　秀典

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目 ・環境論Ⅳ

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

博物館委員会委員、人権委員会委員

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

広島大学大学院リーディングプログラム「たおやかで平和な共生社会創生プログラム」
アカデミックメンター

日本学術会議連携会員
【学会役員】日本地理学会代議員、人文地理学会評議員、経済地理学会評議員、
　　　　　　日本南アジア学会理事、広島史学研究会理事、地理科学学会評議員、
【委員等】　東広島市西条酒蔵地区伝統的建造物群保存対策調査審議委員会、
　　　　　　広島大学総合博物館客員研究員、
　　　　　　広島大学現代インド研究センター客員研究員

名古屋大学大学院文学研究科博士課程単位修得退学

博士（地理学）　名古屋大学　1995年5月取得

人文地理学・農村地理学、インド地域研究

最終学歴

　【研究上の特記事項】
【科学研究費補助金】基盤研究（B）　研究課題「現代山村の存立構造とレジリエン
ス」（研究代表者）　
【共同研究】広島大学現代インド研究センターを拠点とした、人間文化研究機構の現代
南アジア研究　
　　

平　成　30　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本地理学会、人文地理学会、経済地理学会、地理科学学会、東北地理学会、
日本南アジア学会、広島史学研究会、農村計画学会、地域地理科学会、奈良地理学会、
名古屋地理学会

日本の農山村地域の変貌とそのメカニズム、およびそこで生じている問題に関する研究　
現代インドを対象とした地域研究

授業科目

学部担当科目

・地理学演習（四）
・地理学購読・調査法（四）
・農村地理学
・環境地理学Ⅰ・Ⅱ
・世界地誌Ⅱ
・地理学特殊講義（一）・（二）

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・人文地理学特論Ⅰ・Ⅱ



単著

共著

単著

共著

単著 2019年3月

経済地理学会編
『キーワードで読む
経済地理学』原書房

地理科学 73-3

Sustainability 10

奈良大地理 25

2019年度日本地理学
会春季学術大会

2018年11月

2018年10月

2019年3月

2018年6月

近年のインドの経済成長の下で
の、ヒマラヤの山岳地域の変化を
明らかにしたもの。

日本の耕作放棄地の地域性とその
規定要因を明らかにしたもの。

①

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

2022年度から高等学校の新規必修
科目となる「地理総合」における
国際理解について、現行地理Aと比
較して論じたもの。

国土利用論を解説し、その意義と
課題を論じたもの。

（学会発表）

①インドのヒマラヤ山岳地
域における構造変化と開発
問題

②Spatial Pattern of 
Farmland Abandonment in 
Japan: Identification and 
Determinants

現代日本の山村をめぐる構造と問
題をその周辺性を軸に論じたも
の。

①

③

（その他）

②

④国土利用

③現代山村の存立構造をめ
ぐる一考察-2000年代以降の
日本の山村を対象として

②

③

（学術論文）

②

⑤

①「地理総合」における国
際理解とは

③


